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春合宿（4月1日・2日）   
春合宿は淡路島で行った。1泊2日の合宿の中で以下の二冊の本を輪読し、議論をした。  
・「人間が幸福になる経済とは何か」 ジョセフ・E・ステイグリッツ 徳間書店  




の過度の信頼とアメリカ金融界の利益追求であると主張する。「ESOP 株価資本主義の克  
服」では、株式交換等の金融手法を使って実体の伴わない成長企業を多く生み出した株式  
市場絶対重視の経済のもろさが指摘されたうえで、利害関係者としての労働者と共に発展  





に有意義であった。   
海に囲まれた気持ちの良い環境で昼は散策等を楽しみ、また夜はおいしく酒を飲めた。  
合宿の名幹事である柴さんに改めてお礼を言いたい。  
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テキストの各章末にある演習問題を各自が解いてきて、院生の先輩方に助けていただきな  
がら答えあわせをしていった。 正規のゼミで議論できないことを議論し、またお互いに分  
からないことを教え合えた点で充実していた。  

















後期ゼミ   
後期のゼミでは高崎経済大学とのディベートに向けた準備と論文作成の二つに取り組ん  
だ。効率的に学習を進めるために、後期の中盤からは班を二つに分けてゼミ活動を進めた。  








チできたことも一つの成果であった。   
ディベートの本番では両校の学生が議論を噛み合わせることを心がけた結果、意味のあ  
る議論が展開できた。結果は岩本ゼミの勝利に終わったが、本番の議論の後にも充実した  


















とができた。パワー ポイントを使った効果的なプレゼン、計量モデルを取り入れた定量的  
な研究手法等は、今後学ぶ点も多いと感じた。  
後記   
今年一年の岩本ゼミの活動を振り返ると、勉強熱心なゼミ生が多く充実したゼミであっ  
たと感じています。三回生は自らの役害胴こ責任を持って取り組み、二回生は三回生を助け  





てくださいました。本当にありがとうございました。   
理論の学習と経済問題の研究の両方にバランスよく取り組み、楽しく、充実した岩本ゼ  
ミがこれからもどんどん盛り上がっていくことを期待しています。  
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